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研究成果の概要（和文）： 
 過疎地の地域再生については、活動を起こす・継続する基盤として、住民の意思疎通を図る

集会が重視されねばならない。高齢化が進行した限界集落では、集会も開催できず、活性化へ

の取り組みも頓挫する。高齢化した農業の補助労働としての外国人研修生は、今や欠かせない

ものとなりつつある。外国人研修生の母国での農業教育も重要であり、特に帰国後の研修生支

援とともに、彼の地の農業者支援体制の構築が求められる。過疎地では女性起業に期待されて

いるが、女性の起業への住民の理解は十分ではなく、それゆえ、女性起業が十分育成されない

などの課題が残る。 
研究成果の概要（英文）： 
About rural revitalization for a depopulated area, the residents’ meeting where residents 
communicate each other must be thought as important as a base of activity. In the 
marginal hamlet where aging advanced, a meeting cannot be held, either but the measure 
for revitalization activity also suffers a setback. Now, the foreign trainee as auxiliary labor 
of the aged agriculture is indispensable. The agricultural education in a foreign trainee's 
mother country is also important, and construction of the farmer support organization in 
his country is especially required for with the trainee support after a homecoming. 
Although the female entrepreneur is expected in the depopulated area, an understanding 
of the residents to a woman entrepreneur is not enough, and, so, the subject of a female 
entrepreneur not being raised enough remains. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本全土の約半分が過疎地という深刻な
状況下で、高齢化･更なる人口減少は当該地

域の維持を困難にするだけでなく、社会全体
の生活・環境問題につながってゆく。ヨーロ
ッパ連合（以下 EU）は、条件不利地域に様々
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な地域振興補助金を投下している。地域住民
活動の結成・支援を目的とした｢LEADER｣が
主流化し、地域活性化の NPO に発展するも
のがみられるようになった。わが国でも、地
方分権化・財政の効率的利用を目指し、地域
活性化を住民に委ねようとする動きがある。 
 一方、過疎地の人口を男女別にみると、中
高年層では男性の比率が高く、過疎地にはジ
ェンダーが「見えない」問題として横たわっ
ている。女性起業は単なる稼得活動として矮
小化されがちであるが、女性たちによる社会
的起業が地域を支えている例も少なくない。 
２．研究の目的 
 地域再生に向けた過疎地における住民組
織と住民活動のあり方と、これを支援するた
めの課題を究明する。 
(1)日本の過疎地域の住民が、地方自治体の
補助金等、資金を獲得して、地域再生を図る
活動について調査研究する。 
(2)過疎地の住民が、自らの再生のために始
めた途上国支援 NGO を調査研究する。 
(3)過疎地の女性起業を社会的起業という視
点から見直す。 
３．研究の方法 
 研究方法は、徹底した実証主義によるため、
実態調査が中心である。 
研究対象を①日本の過疎地域の住民が、地方
自治体の補助金や独自に資金を獲得して、地
域再生を図る活動、②過疎地の住民が、自ら
の再生のために始めた途上国支援 NGO 活動、
③過疎地の社会的起業とみられる女性起業
活動の 3点に絞っている。 
４．研究成果 
過疎地域住民の自主的な活動について、愛媛
県西予市明浜町狩江地区、宮之浦地区の2か所
で調査した。 
 西予市では、住民による主体的な活動を促
すため、自治会単位で住民への活動資金を 
出しており、参与観察とともに、アンケート
調査を行った。 
明浜町では、他の町村と異なり、集会など

の住民が集まる機会がほとんどないことがわ
かっていたので、住民に集会所に集まり、話
しあってもらい、参与観察を行った。さまざ
まな年代や性別の集会が開催され、地域の問
題が話し合われた。同時に行った15歳以上全
住民に対するアンケート調査では、住民に地
域再生への協力意欲が強いことも発見され、
再生計画づくりにつなげられた。 

狩江地区との比較から、宮之浦地区では集
会所が多数あるにもかかわらず、住民の意思
疎通が十分でないこともわかった。理由は様
々考えられるが、ひとつには、狩江地区の秋
祭りのような、住民を結びつける機会がほと
んどないことがわかった。そのため、宮之浦
地区では、そのような機会づくりを今後の活
動の一つにするという活動が求められる。 

町が過疎地に働き替えるもう一つの事例と
して、愛媛県松野町で調査を行った。愛媛県
松野町の上家地地区においても全戸調査を行
ったが、住民のほとんどが高齢者で、どのよ
うな活動にも消極的であることがわかり、そ
の対策の難しさが実感された。特に、町の産
業誘致にも消極的で、住民のほとんどが高齢
化した限界集落では、住民の情報交換の場も
非常に限られていることがわかり、リーダー
になる人材の確保すら難しい。 
 一方、狩江地区にある有機農業集団「無
茶々園」の元代表が、途上国を発展における
環境汚染から解放し、有機農産物づくりを推
進することで途上国の農業発展をもとめた
活動をベトナムの現地で調査した。彼らは、
ベトナム人の若者に現地で日本語を教え、日
本の技術研修制度を利用して日本の農家に
派遣し、帰国したものを現地農場で雇用する
という一連のシステムをようやく完成させ
た。しかし、依然として問題は山積している。 
ベトナムから日本に派遣された元研修生と
日本の研修生受け入れ農家へのインタビュ
ーをおこない、研修制度の課題について考察
した。日本での滞在、日本語の習得を目的に
した者が多く、農業を学ぼうとする者は多く
はなかった。日本で農業技術を学んでも、帰
国後働く場所がなく、無茶々園の有機農業学
校や、学校の元教師により創設された有機農
場で働く希望者の多いこともわかった。 
一方、受け入れ農家は高齢化している中で、
研修生の手を借りて農業を継続しており、日
本農業の高齢化と研修制度のつながりの一
端が見えた。 
しかし、彼我の社会システムの相違、文化・
慣習の相違、経済格差・嫁不足と外国人花嫁
問題のジェンダーなど、様々な課題も見えて
きた。 
女性の社会的企業では、過疎山村の女性起

業、農業だけでなく、林業における女性起業
の調査を行った。林業に関係する起業調査を
行った。林業における女性起業はまだ少ない
が、林業不振の中で、林業振興、地域振興と
いう社会的目的を持って活動する女性によ
うやく視点が当てられ始めたという程度で、
まだまだ、理解されていない。特に、グルー
プ活動が衰退しており、活動の見直しが必要
である。 
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